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５
月
21
日
、18
時
か
ら
19
時
、病
院

教
育
委
員
会
主
催
の「
が
ん
を
知
る
」

シ
リ
ー
ズ
の
学
習
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
回
目
は
医
局
が
担
当
で
全

職
員
を
対
象
に
大
﨑
副
院
長
が
、

「
マ
ー
ゲ
ン
で
オ
ペ
し
て
ケ
モ
を
し

た
」
と
い
う
よ
う
な
、
が
ん
に
対
す

る
業
界
用
語
を
理
解
で
き
る
よ
う
に

講
義
が
行
わ
れ
た
。

　

早
期
が
ん
と
進
行
が
ん
の
違
い
、

Ｃ
Ｔ
写
真
や
大
腸
カ
メ
ラ
の
映
像
を

通
し
て
の
診
断
法
の
説
明
、
治
療
法

と
し
て
抗
が
ん
剤
・
手
術
・
放
射
線

療
法
が
あ
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
さ
れ
た
。
何
も
知
ら
な
か
っ
た

時
の
自
分
を
忘
れ
ず
に
、
患
者
さ
ま

の
気
持
を
理
解
し
て
ケ
ア
を
す
る
こ

と
が
大
切
で
、
正
確
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
な
い
患
者
さ
ま
や
ご
家
族

ひ
と
り
一
人
に
合
わ
せ
た
説
明
の
必

要
性
を
力
説
さ
れ
た
。

の
立
場
で
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

  

広
場
で
は
、「
１
日
ま
ち
の
保
健
室
」

と
し
て
、血
圧
測
定・体
脂
肪
測
定・血
流

測
定・禁
煙
相
談・骨
密
度
測
定
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
対
策
相
談・更
年
期
障
害
相
談・

出
産
育
児
相
談・歯
科
相
談
看
護
介
護

相
談
な
ど
が
あ
り
、延
べ
１
４
６
５
名
が

参
加
し
た
。  

　

6
月
28
日
、か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー

ル
に
て
、
働
き
や
す
い
魅
力
の
あ
る
職

場
づ
く
り
の
た
め
看
護
職
員
を
対
象
に

フ
ィ
ッ
シ
ュ
研
修
が
行
わ
れ
た
。

　

フ
ィ
ッ
シ
ュ
と
は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
シ

ア
ト
ル
の
魚
市
場
で
生
ま
れ
た
哲
学

で
、
仕
事
を
楽
し
む
・
人
を
喜
ば
せ
る
・

注
意
を
向
け
る
・
態
度
を
学
ぶ
と
い
う

4
つ
の
考
え
方
で
あ
る
。
一
人
一
人
の

人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
を
意
識
し
、

仕
事
に
向
か
う
自
己
の
姿
勢
に
活
用
し

て
魅
力
あ
る
職
場
を
作
る
き
っ
か
け
に

し
て
い
く
方
法
を
学
ん
だ
。

　

５
月
21
日
、
千
葉
県
立
君
津
商
業
高

校
の
学
生
１
名
が
当
院
に
て
１
日
看
護

体
験
を
し
た
。
大
神
看
護
部
長
と
岡
崎

副
看
護
部
長
か
ら
、
看
護
師
の
仕
事
内

容
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
実

際
に
病
棟
で
血
圧
測
定
や
入
浴
介
助
な

ど
看
護
業
務
を
体
験
し
た
。
将
来
看
護

師
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
が
更
に
膨
ら

む
体
験
と
な
っ
た
。

　

５
月
17
日
、
マ
ザ
ー
牧
場
に
て
恒
例

の
永
年
勤
続
表
彰
・
新
入
生
歓
迎
ハ
イ

キ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
職
員
・
家
族
総
勢

３
９
０
名
が
参
加
し
た
。
前
日
ま
で
は

　

昨
年
10
月
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
玄
々

堂
君
津
病
院
新
館
の
建
設
工
事
も
進
捗

率
75
％
を
超
え
、
旧
館
と
新
館
を
結

ぶ
上
空
通

路
が
架
橋

さ
れ
、
竣

工
に
向
け

順
調
に
工

事
が
進
め

ら
れ
て
い

る
。

　

薬
に
は
医
師
の
指
示
が
必
要
な
、医

療
用
医
薬
品
と
薬
局
、薬
店
に
て
誰
で

も
購
入
で
き
る
大
衆
薬（
一
般
用
医
薬

品
）の
大
き
く
２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま

す
。

　

６
月
１
日
か
ら
、改
正
薬
事
法
が
施

行
さ
れ
、副
作
用
の
危
険
性
に
応
じ
て

大
衆
薬
を
次
の
３
種
類
に
分
類
し
て
い

ま
す
。

第
１
類
医
薬
品　

大
衆
薬
と
し
て
の

使
用
経
験
が
少
な
い
等
、安
全
性
上

特
に
注
意
を
要
す
る
成
分
を
含
む
も

の（
医
療
用
医
薬
品
か
ら
大
衆
薬
に
ス

イ
ッ
チ
し
た
薬
な
ど
）　　
　
　
　
　

　
　第

２
類
医
薬
品　

ま
れ
に
入
院
相
当

以
上
の
健
康
被
害
が
生
じ
る
可
能
性

の
あ
る
成
分
を
含
む
も
の（
風
邪
薬
、

漢
方
薬
な
ど
）

第
３
類
医
薬
品　

日
常
生
活
に
支
障

を
来
た
す
程
で
は
な
い
が
、身
体
の
変

調・不
調
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
成

分
を
含
む
も
の（
ビ
タ
ミ
ン
剤
、消
化
剤

な
ど
）

　

新
設
さ
れ
る
＊「
登
録
販
売
者
」を

置
け
ば
薬
局
、薬
店
で
な
く
て
も
第
２

類
、３
類
医
薬
品
な
ら
風
邪
薬
や
頭
痛

薬
、胃
腸
薬
と
いっ
た
大
衆
薬
の
９
割

以
上
が
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も

販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

但
し
、リ
ス
ク
の
程
度
に
応
じ
た
情

報
提
供
と
相
談
体
制
を
整
備
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
表
）　

　

今
回
の
改
正
で
、い
ろ
い
ろ
な
賛
否

両
論
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
が
、注
意
し

て
ほ
し
い
の
は
１
、２
、３
類
と
分
け
ら

れ
て
い
よ
う
が
医
薬
品
で
あ
る
以
上
、

誰
に
で
も
出
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
望
ま
な
い
作
用（
副
作
用
）は
あ
り

ま
す（
ビ
タ
ミ
ン
剤
で
も
摂
り
過
ぎ
に

よ
る
過
剰
症
が
あ
る
）。購
入
時
に
説

明
を
よ
く
聞
き
使
用
説
明
書
を
読
み
、

年
齢
に
応
じ
た
1
回
量・1
日
の
服
用

回
数
を
守
る
こ
と
が
薬
の
有
効
性
を

高
め
て
、か
つ
薬
害
か
ら
自
分
を
守
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

＊
登
録
販
売
者
と
は

　

医
薬
品
の
店
舗
販
売
業
等
に
お
い

て
、第
２
類
、３
類
医
薬
品
を
販
売
す

る
際
に
、６
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
て

い
る
新
し
い
資
格
で
、あ
る一定
の
受
験

資
格
に
該
当
し
、都
道
府
県
の
実
施
す

る
試
験
に
合
格
し
た
上
で
、販
売
に
従

事
す
る
店
舗
の
所
在
地
の
都
道
府
県

に
販
売
従
事
登
録
を
し
た
者
。（
第
1

回
試
験
で
は
、約
６
万
人
が
受
験
し
、

約
４
万
人
が
合
格
し
た
）
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　5 月 30 日、第 94 回糖尿病教室が行われた。
はじめに鳥飼看護師長が「糖尿病とはどんな病
気？」について幅広く実際例を用いながら説明
した。池田薬剤師は「糖尿病のくすり」について、
新薬の紹介も含め説明を行い、日野管理栄養士
は「糖尿病の食事療法」と題し、認知症予防も含
め糖尿病食の説明をした。
　最後に荻野副院長が「糖尿病の基礎」につい
て、治療を頑張る大切さをキーワードにわかり
やすく説明した。

　参加者の聞き
入る姿や積極的
に質問する姿が
見られた。休憩時
間には栄養科手
作りの豆乳花（トー
ルーファ）を堪能
しながら、情報交
換が活発に行わ
れた。

第 94回糖尿病教室

　

５
月
21
日
、
君
津
中
央
病
院
講
堂
に

て
第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア
懇
話
会
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
会
は
、
内
房
地
区
の
緩

和
医
療
の
充
実
を
目
的
に
立
ち
上
が

り
、
当
院
の
永
嶌
薫
泌
尿
器
科
部
長
も

世
話
人
の
一
人
に
な
っ
て
い
る
。
今
回

は
、
君
津
中
央
病
院
鈴
木
紀
彰
院
長
よ

り
、「
君
津
中
央
病
院
緩
和
ケ
ア
病
棟

の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
の
講
演
が
行

　

6
月
8
日
よ
り
、

外
来
診
察
室
に
お

い
て
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
画
像
診

断
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
れ
に
よ
り

胸
部
や
骨
な
ど
の

エ
ッ
ク
ス
線
写
真

や
CT
・
MRI
と
い
っ
た
医
用
画

像
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
、
撮

影
し
た
画
像
は
す
ぐ
に
診
察

室
や
病
棟
の
モ
ニ
タ
ー
上
に

映
し
出
さ
れ
る
。
画
像
が
デ

ジ
タ
ル
処
理
さ
れ
て
い
る
の

で
、
種
々
の
条
件
を
変
え
る

こ
と
に
よ
り
、
細
か
な
病
変

も
よ
り
鮮
明
に
描
出
で
き
、

画
像
保
存
に
も
優
れ
た
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

　

当
院
で
は
平
成
19
年
9
月

に
医
用
画
像
情
報
シ
ス
テ
ム

  

５
月
16
日
、君
津
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、千
葉
県
看
護
協
会
の
中
央
行
事

と
し
て
県
民
が
集
う『
看
護
の
日
』が
開

催
さ
れ
、千
葉
県
看
護
功
労
者
知
事
表

彰
受
賞
者
21
名
の
授
与
が
あ
っ
た
。

  

ホ
ー
ル
で
は
、「
心
の
通
い
合
う
が
ん
医

療
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、医
師
患
者
看
護
師
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が
ん
を
知
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外来で画像ビューワーを使って
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外来で画像ビューワーを使って
病状を説明する大崎副院長
外来で画像ビューワーを使って
病状を説明する大崎副院長

（
PACS
）
を
導
入
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
確
立

し
た
こ
と
に
よ
り
、
画
像
を

フ
ィ
ル
ム
に
印
刷
す
る
こ
と

な
く
、
画
像
ビ
ュ
ー
ワ
ー
で

診
断
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　

新
館
完
成
を
目
前
に
し
て

放
射
線
科
で
は
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
、

医
療
の
質
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

雨
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
当
日
は
天

候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
自
然
と
ジ
ン

ギ
ス
カ
ン
料
理
を
満
喫
し
た
。

関
連
記
事
４
面 豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花豆乳花
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護
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ふ
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あ
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看
護
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ふ
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あ
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看
護
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ふ
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あ
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看
護
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第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
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緩
和
ケ
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懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
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緩
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ケ
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懇
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会
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参
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第
１
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内
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懇
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第
１
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内
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懇
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会
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第
１
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内
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懇
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第
１
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内
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懇
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会
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第
１
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内
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ケ
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懇
話
会
に
参
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第
１
回
内
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緩
和
ケ
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懇
話
会
に
参
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第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

第
１
回
内
房
緩
和
ケ
ア

懇
話
会
に
参
加

わ
れ
、
内
房
地
区
の
医
師
を
含
め
た
医

療
関
係
者
が
多
数
、
聴
講
し
た
。

リスク分類 対応する
専門家

購入者から質問がなくても
積極的に行う情報提供

購入者から相談が
あった場合の応答

第1類医薬品
（ガスター10

など）

第2類医薬品
（風邪薬など）

第3類医薬品
（ビタミン剤

など）

薬剤師

薬剤師
又は

登録販売者

書面を用いて、適正使用のた
めに必要な情報提供を行わな
ければならない
適正使用のために必要な情
報提供に努めなければならな
い。

不要

義務

（表） 厚生労働省ホームページから（一部改変）

＊
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Q�‥仕事をする上で、大切にしていることを
教えてください。
根本‥まずは仕事を覚える事が大切だと思
うので、新しく教えて頂いた事や大切な事
は必ずメモをとったりノートに書いたりし
ています。その中で分からない事があれば
そのままにせずに、理解できるよう先輩に
質問しています。
Q�‥今後の抱負を教えてください。
根本‥まだ分からない事だらけで先輩方に
頼ってばかりですが、いろいろと勉強して
早く皆さんに頼られる存在になれるよう頑
張ります。
Q�‥趣味はなんですか？
根本‥子供の頃から動物が好きだったので
家の犬をきれいにした後に一緒に遊ぶ事で
す。犬は5匹飼っています。ちなみに猫も
1匹飼っています。
Q�‥好きな食べ物は何ですか？
根本‥好き嫌いがないかわりにこれといって
好きなものはありませんが強いて言うなら
お酢を使った料理が好きです。

このコーナーは、職員をクローズアップして
紹介しています。今回は、総務課の根本亮さ
んを紹介致します。

Produced��by��K.FUCHIUE

経
理
課
長　

佐
藤��

亘

　

経
理
課
は
、
事
務
長
を
中
心
と
し
、

男
性
２
名
・
女
性
２
名
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。　

　

主
な
仕
事
は
、
病
院
の
収
支
管
理
、

職
員
の
給
与
計
算
・
社
会
保
険
関
係
事

務
で
す
。患
者
さ
ま
と
接
す
る
機
会
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
す
が
、
病
院
の
第

一
線
で
働
く
職
員
が
、
仕
事
に
集
中
出

来
る
よ
う
に
、
主
に
経
済
的
な
側
面
か

ら
支
援
し
て
い
ま
す
。
病
院
の
事
務
と

い
う
と
、ち
ょ
っ
と
、「
暗
〜
い
」イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
４
人

と
も
み
ん
な
明
る
く
、
元
気
？
に
毎
日

仕
事
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
「
頼
ら
れ
る
経
理
課
」
を
目
指

電
算
室
長��

大
澤��

廉
也

　

電
算
室
は
発
足
し
て
22
年
目
、
２
名

で
運
営
し
て
い
ま
す
。
主
な
仕
事
は
一

言
で
い
え
ば
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い

た
い
」
と
い
う
部
署
や
職
員
が
い
れ
ば

可
能
な
限
り
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。
も

ち
ろ
ん
そ
の
際
に
は
、
病
院
全
体
と
し

て
考
え
る
べ
き
構
想
と
の
調
整
、「
便

利
」
の
裏
側
に
潜
む
「
リ
ス
ク
」
の
管

理
も
重
要
で
す
。
２
名
で
運
営
す
る
こ

と
の
限
界
に
は
、
外
部
（
業
者
）
の
力

を
借
り
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
職
員
の
役
に
立
つ
こ
と
が

ひ
い
て
は
患
者
さ
ま

の
お
役
に
立
つ
、
そ

ん
な
思
い
で
日
夜
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

総
務
課
主
任��

石
嵜��

照
彦

  

現
在
、
総
務
課
は
18
名
の
ス
タ
ッ
フ

が
お
り
、
病
院
事
務
と
し
て
様
々
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
福

利
厚
生
・
健
診
業
務
・
施
設

設
備
管
理
・
用
度
業
務
・
運

転
業
務
・
医
師
事
務
作
業
補

助
等
の
職
務
の
他
、
官
公
庁

の
窓
口
と
し
て
の
業
務
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

あ
ま
り
表
に
出
る
こ
と
の

無
い
職
種
で
は
あ
り
ま
す

が
、
患
者
さ
ま
の
療
養
環
境

と
職
員
の
労
働
環
境
を
整
え

る
た
め
小
さ
な
こ
と
に
も
気

づ
き
対
応
で
き
る
総
務
課
を

目
標
と
し
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
困
っ
た
時

は
、
総
務
課
へ
！

し
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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大石大石大石大石大石大石大石大石大石大石大石大石大石大石大石大石大石坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本坂本

齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤齋藤

小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺小野寺

経
理
課
紹
介

電
算
室
紹
介

総
務
課
紹
介

Q. 経歴を教えてください
  東京大学・第一外科です。
Q.�玄々堂君津病院の雰囲気は
いかがですか

  職員の方々が医師もコメディカルもみなさ
ん手際よく、そして熱く働いておられること
に感動しました。『熱い病院』との噂は聞いて
おりましたが…熱い病院ですよね。
Q.�マイブームがあれば、おしえて下さい。
  お茶です。黒茶、紅茶、白茶、青茶、緑茶、
何でも好きで、ついつい色々揃えています。
Q.�先生のモットーは何ですか
  毎日よく寝て、よく食べて、よく運動するこ
とです。
Q. 一言お願いします
  ここで働かせて頂いていることに、心より
感謝しています。これからもどうぞ宜しくお
願いいたします。

4 月 1 日着任された、上　奈
津子先生にインタビューして
みました。

石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任石嵜 主任
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吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原吹原
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根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本根本

宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長宮本 次長

新任医師紹介

　

当
院
野
球
部
は
初
参
加

な
が
ら
、５
月
９
日
１
回
戦

（
市
原
市
養
老
川
臨
海
球

場
に
て
）九
十
九
里
ホ
ー
ム

病
院
を
12
︱
０
で
、保
坂

理
学
療
法
士
の
３
ラ
ン
ホ
ー

ム
ラ
ン
な
ど
で
５
回

コ
ー
ル
ド
勝

ち
、５
月
23

日
２
回
戦

（
千
葉
市

青
葉
の
森
球

場
に
て
）下
総

病
院
相
手
に
７
︱
０
で
勝

ち
、36
チ
ー
ム
参
加
の
今
大

会
に
於
い
て
ベ
ス
ト
８
進
出

を
果
た
し
た
。１
、２
回
戦

無
失
点
の
大
野
事
務
長
ら

好
調
投
手
陣
を
要
し
て
、８

月
以
降
に
行
わ
れ
る

準
々
決
勝
に
も

お
お
い
に
期

待
が
持
て
る

試
合
内
容

で
あった
。

1 回戦でホームランを
打った保坂理学療法士
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1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で1回戦でのスコアボードの前で

大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長大野 事務長
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七
夕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

七
夕
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

ま
だ
梅
雨
入
り
前
の
6
月

13
日
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
が
7
本
の
笹
を
院
内
に
飾

り
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た
め
に

作
っ
た
色
と
り
ど
り
の
飾
り
と

笹
の
緑
色
に
加
え
、
願
い
事
が

書
か
れ
た
短
冊
が
ひ
ら
ひ
ら

と
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ま
や
ご
家
族
が
短

冊
に
願
い
を
込
め
て
い
た
り
、

お
見
舞
い
に
来
た
子
供
た
ち
が

背
伸
び
を
し
な
が
ら
備
え
付

け
の
台
で
一
生
懸
命
に
書
く

姿
を
見
か
け
ま
し
た
。

　

7
月
6
日
に
は
、
会
場
準

備
や
患
者
さ
ま
の
移
動
手
伝

い
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の

強
力
な
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
七

夕
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し

た
。
猫
の
お
面
を
着
け
た
院
長

が
開
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
姿

に
、
会
場
の
雰
囲
気
は
一
気
に

和
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
総
務

課
職
員
の
息
の
揃
っ
た
ハ
ン
ド

ベ
ル
演
奏
で
は
会
場
か
ら
歌
声

が
聞
こ
え
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
に
も
腕
を

伸
ば
し
て
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
る
方
が
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
し
て

最
後
は
お
待
ち
か
ね
の
保
育

所
の
子
供
た
ち
の
登
場
、「
七

夕
さ
ま
」を
歌
う
の
び
や
か
な

声
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

経理課

電算室

総務課
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転
職

　

昭
和
55
年
４
月
１
日
、
玄
々
堂
君
津

病
院
の
事
務
長
勤
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
初
代
院
長
池
田
先
生
が
鎌
倉
の

ご
自
宅
か
ら
君
津
ま
で
金
谷
〜
久
里
浜

間
の
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
を
利
用
さ
れ
て

通
勤
さ
れ
て
い
た
時
代
で
す
。
地
域
の

意
向
を
受
け
て
夜
間
外
来
を
ス
タ
ー
ト

し
て
ま
も
な
く
の
頃
で
し
た
。

　

前
職
は
県
立
の
高
等
学
校
の
保
健
体

育
の
教
員
か
ら
の
転
職
で
し
た
の
で
医

療
事
務
、
経
理
事
務
、
病
院
管
理
事
務

等
の
知
識
・
情
報
は
皆
無
の
中
で
の
ス

タ
ー
ト
で
し
た
。
池
田
院
長
、
茅
野
副

院
長
に
お
誘
い
を
う
け
、
怖
い
物
知
ら

ず
と
申
し
ま
す
か
、
な
せ
ば
な
る
と
の

心
境
で
し
た
。
学
校
と
病
院
と
組
織
・

構
造
の
違
い
の
中
で
共
通
す
る
事
項
、

ま
ず
全
体
を
把
握
し
、
日
々
の
出
来
事

を
把
握
し
、
毎
朝
、
院
長
・
副
院
長
に

報
告
す
る
こ
と
か
ら
業
務
は
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

前
任
の
茅
野
事
務
長
は
神
奈
川
県
の

南
大
和
病
院
建
設
で
東
奔
西
走
の
毎
日

で
、
事
務
長
と
し
て
見
本
と
な
る
も
の

は
少
な
く
、
参
考
に
し
た
の
は
教
員
時

代
の
教
頭
並
び
に
学
校
事
務
長
が
学
校

長
に
報
告
す
る
イ
メ
ー

ジ
で
し
た
。

　

ま
ず
は
自
己
研
修
か

ら
と
受
付
に
混
じ
り
、

医
療
事
務
の
イ
ロ
ハ
か

ら
学
び
ま
し
た
。
当
時

の
医
事
課
は
伊
達
、
安

延
、
高
島
、
吉
田
さ
ん

等
錚
々
た
る
人
材
が
お

り
、
受
付
か
ら
保
険
請

求
、
レ
ジ
ま
で
教
わ
り
ま
し
た
。

　

教
員
時
代
は
、教
室
で
は
高
校
生
を

相
手
に
我
が
物
顔
だ
っ
た
も
の
が
、一か
ら

の
ス
タ
ー
ト
は
35
歳
の

再
ス
タ
ー
ト
と
は
い
え
、

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

　
　
　
病
院
の
増
改
築

　

玄
々
堂
君
津
病
院

と
し
て
は
、
42
床
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
て
、
病
床
の
３
床
の
増

床
が
あ
り
、
透
析
治
療
の
患
者
増
に
と

も
な
う
透
析
室
の
増
設
工
事
が
ス
タ
ー

ト
の
時
期
で
し
た
。

　
１
階
が
透
析
室
、２
階
が
職
員
食
堂
と

更
衣
室
の
増
設
工
事
を
病
院
東
側
の
敷

地
に
完
成
、隣
地
に
は
当
時
、福
岡
土
地

区
画
整
理
組
合
の
事
務
所
が
入
って
い
る

建
物
が
有
り
、土
地
所
有
者
の
広
部
広

蔵
氏
に
相
談
お
願
い
申
し
て
、土
地
の
換

地
と
い
う
こ
と
で
隣
地
が
得
ら
れ
、透
析

棟
が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。福
岡
土
地
区
画

整
理
組
合
の
建
物
を
病
院
前
の
土
地
に

曳
屋
工
事
に
よ
り
一日
数
メ
ー
ト
ル
の
移

動
の
様
が
脳
裏
に
残
って
お
り
ま
す
。

  

体
に
合
っ
て
い
な
い
杖
を
使
用
さ
れ

て
い
る
方
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
正
し

く
杖
を
使
用
し
な
い
と
、
膝
や
腰
を
痛

め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
効
率

の
良
い
歩
行
が
出
来
ず
、
逆
に
疲
れ
や

す
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

何
ら
か
の
原
因
に
よ
り
、
歩
く
こ
と

が
困
難
、
も
し
く
は
容
易
に
行
え
な
く

な
っ
た
場
合
、
安
全
で
か
つ
歩
き
や
す

い
方
法
を
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
足
腰
の
筋
力
低
下
や
痛
み
が
あ
る

場
合
、
そ
れ
を
補
助
し
軽
減
す
る
た
め

に
杖
や
松
葉
杖
等
を
使
用
し
ま
す
。
ま

た
、
足
の
機
能
が
著
し
く
低
下
、
も
し

く
は
喪
失
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
機

能
を
代
償
す
る
た
め
に
車
椅
子
が
適
応

さ
れ
ま
す
。
様
々
な
移
動
補
助
具
が
使

用
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
一
般
的
な
Ｔ

字
杖
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

①
杖
の
高
さ
調
節

  

靴
を
履
き
立
位
で
調
節
し
ま
す
。
上

肢
を
体
側
に
つ
け
、
肘
関
節
伸
展
位
で

床
面
か
ら
橈
骨
茎
状
突
起
ま
で
の
長
さ

で
合
わ
せ
ま
す
。（
図
１
）

②
歩
き
方
（
足
の
出
す
順
番
）

  

基
本
は
、
杖
→
障
害
足
→
元
気
な
足

の
順
番
で
出
し
て
い
き
ま
す
。

足
に
麻
痺
や
骨
折
等
の
無
い
場
合
は
、

杖
→
反
対
の
足
→
杖
側
の
足
の
順
で
歩

き
ま
す
。（
図
２
）

③
杖
は
、
な
ぜ
痛
み
や
麻
痺
が
な
い
方

　

で
持
つ
の
か
？

  

歩
行
時
に
元
気
な
方
の
足
を
振
り
出

す
際
、
障
害
側
で
杖
を
持
っ
て
い
る

と
バ
ラ
ン
ス
や
安
全
性
を
確
保
で
き

ず
転
倒
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

  

以
上
の
様
に
杖
を
使
用
す
る
際
に
は

Ⅰ
高
さ
の
調
節 

Ⅱ
左
右
ど
ち
ら
に
持

つ
か 

Ⅲ
歩
く
順
番
と
注
意
す
る
点
が

３
つ
あ
り
ま
す
。
正
し
い
杖
の
使
用

に
よ
り
、
二
次
的
な
障
害
を
予
防
し

な
が
ら
快
適
な
歩
行
が
出
来
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
杖
の
調
整
で
解
ら
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
理
学

療
法
士
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

事務部顧問
元事務部部長

山口　稔

　

病
院
東
側
の
土
地
確
保
に
あ
わ
せ
た

か
の
様
に
、
病
院
増
床
の
機
運
が
も
り

あ
が
り
、
東
側
の
土
地
に
地
下
1
階
、

地
上
４
階
建
て
の
新
館
を
昭
和
60
年
４

月
に
増
設
し
、
126
床
の
病
院
に
規
模
を

拡
大
し
た
こ
と
が
、
つ
い
先
日
の
こ
と

の
様
に
思
い
浮
か
び
ま
す
。

　

医
療
施
設
の
拡
大
は
、
需
要
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
、
外
来
、
夜
間

外
来
、
病
室
、
透
析
と
忙
し

い
病
院
活
動
の
毎
日
で
し

た
。

　

ま
た
、職
員
の
増
加
に
伴
い

保
育
所
の
新
設
、女
子
職
員
寮

の
設
置
も
近
隣
地
権
者
坂
井

五
郎
さ
ん
の
ご
理
解
と
協
力
が

あ
れ
ば
こ
そ
、で
き
た
事
業
で
し
た
。

　

病
院
長
が
池
田
先
生
よ
り
高
田
先
生

に
交
代
の
時
期
、池
田
先
生
を
希
望
す

る
患
者
さ
ん
が
し
ば
ら
く
、池
田
先
生
が

診
察
さ
れ
て
い
る
南
大
和
病
院
の
外
来

ま
で
出
向
か
れ
る
”

大
和
詣
で
“
現
象

も
体
験
い
た
し
ま
し
た
。「
南
大
和
病
院

に
行
く
方
法
は
」と
、よ
く
外
来
ホ
ー
ル

で
聞
か
れ
ご
案
内
し
た
も
の
で
す
。

　

昭
和
50
年
代
、
60
年
代
、
平
成
の
前

半
時
代
は
玄
々
堂
君
津
病
院
の
第
一
次

成
長
期
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

朝
は
7
時
30
分
〜
当
時
の
副
院
長
茅

野
先
生
と
の
事
務
管
理
打
ち
合
わ
せ
が

毎
朝
あ
り
１
時
間
か
ら
２
時
間
に
及
ぶ

　
　

放
射
線
科　

安
齋��

貴
裕　

  

皆
さ
ん
は
晴
れ
て
い
る
日
は
好
き
で
す

か
？
僕
は
好
き
で
す
。ど
の
く
ら
い
好
き

か
と
い
う
と
、た
ま
ら
ず
”ど
こ
か
“
に

出
か
け
た
く
な
る
く
ら
い
好
き
な
ん
で

す
。そ
し
て
”ど
こ
か
“
の
中
の
１
番

は
”温
泉
“
な
の
で
す
。

　
一
緒
に
出
か
け
る
メ
ン
バ
ー
は
大
学
時

代
の
友
達
が
多
い
で
す
。記
憶
に
新
し
い

の
は
、み
ん
な
の
就
職
が
決
ま
っ
た
お
祝
い

で
那
須
塩
原
方
面
へ
１
泊
２
日
で
旅
行
に

行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
楽
し
い
の
は
、

到
着
ま
で
の
車
中
で
の

会
話
。
ま
じ
め
な
話
か

ら
く
だ
ら
な
い
話
ま

で
、
笑
顔
や
笑
い
声
が

絶
え
ま
せ
ん
。
で
も
運

転
手
に
は
安
全
の
た
め

に
会
話
に
は
あ
ま
り
参

加
し
な
い
よ
う
に
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
宿

に
着
い
て
か
ら
は
温
泉

に
入
る
→
出
る
→
寝
る
→
起
き
る
→

温
泉
に
入
る
…
こ
れ
を
夕
食
の
時
間

に
な
る
ま
で
繰
り
返
す
の
が
、
最
近

の
マ
イ
ブ
ー
ム
で
す
。

　

そ
し
て
な
ん
と
い
っ
て
も
は
ず
せ

な
い
楽
し
み
が
夕
食
で
す
。
お
酒
を

飲
み
な
が
ら
大
学
生
活
を
振
り
返

り
、
し
み
じ
み
と
ま
じ
め
な
話
を
し

て
、
最
後
に
は
『
こ
れ
か
ら
頑
張
ろ

う
』
と
皆
で
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

温
泉
は
僕
に
と
っ
て
憩
い
の
場
で
あ

り
、情
報
交
換
の
場
で
あ
り
、勇
気
を
も

ら
え
る
場
で
す
。１
人
で
行
く
温
泉
も
い

い
け
れ
ど
、友
達
と
旅
行
し
な
が
ら
入
る

温
泉
も
い
い
と
思
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？

15cm

30 大
転
子 

茎状突起 

打
ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
、
今
日
の
課

題
、
明
日
へ
の
問
題
点
、
将
来
へ
の
課

題
等
に
つ
い
て
報
告
、
検
討
・
指
示
が

行
わ
れ
ま
し
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

地
域
で
一
番
の
病
院
に
と
努
力
し
、
よ

く
働
い
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、福
利
厚
生
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

燃
や
し
ま
し
た
。職
員
一
致
参
加
の
職
員

旅
行（
北
海
道
へ
、岩
手
へ
、北
陸
へ
、香
川

へ
、福
岡
へ
、沖
縄
へ
）。地
元
で
は
芋
掘

り
、東
大
演
習
林
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
と
、働

く
時
は
夢
中
で
働
き
、遊
ぶ
と
き
は
全
員

で
と
、現
在
も
活
気
の
あ
る
職
員
の
福
利

厚
生
行
事
の
骨
太
方
針
を
築
い
た
時
代

で
し
た
。

　

第
三
代
院
長
に
茅
野
先
生
、
第
四
代

院
長
に
武
部
先
生
と
第
二
次
成
長
期

も
確
実
に
地
域
に
、

玄
々
堂
の
医
療
を
広

め
た
時
代
で
す
。

　

透
析
患
者
さ
ん
の

増
加
対
策
に
、
木
更

津
市
の
岩
根
地
区
に

玄
々
堂
木
更
津
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
設
、
君

津
地
域
の
透
析
基
幹

病
院
と
し
て
一
層
の

評
価
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
１
月
病
院
西
側
に
地
元
の

地
権
者
平
野
与
吉
さ
ん
、
与
志
雄
さ
ん

の
ご
理
解
を
頂
き
、
西
館
新
館
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
126
床
の
病
院
規

模
を
175
床
の
病
院
規
模
に
拡
大
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
時
に
透
析
治
療
規
模
の
拡
大
も
、

坂
田
の
地
権
者
広
部
と
み
さ
ん
、
努
さ

ん
の
ご
理
解
を
頂
き
、
坂
田
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
同
時
に
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
病
院
周
辺
の
土
地
も
、
地
権
者

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り

病
院
駐
車
場
と
し
て
整
備
で
き
、
現
代

の
車
社
会
の
中
で
の
医
療
機
関
と
し
て

の
機
能
を
更
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
近
隣
の
地
権

者
、
後
援
者
の
斎
藤
誠
一
さ
ん
・
つ
た

さ
ん
・
秀
雄
さ
ん
、
安
藤
幸
枝
さ
ん
、

平
野
ゆ
き
さ
ん
、
坂
井

清
一
さ
ん
、
井
祐
と
ら

さ
ん
、
井
祐
吉
隆
さ
ん

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
後
援
が
あ
れ
ば
こ
そ

と
、
心
よ
り
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

ま
た
こ
の
時
期
、病
院

機
能
評
価
機
構
の
審
査

を
受
け
、認
定
病
院
に
な

る
た
め
の
準
備
か
ら
、審

査
当
日
、認
定
ま
で
の
準
備
、対
応
に
つい

て
茅
野
先
生
の
リ
ー
ド
の
も
と
、大
神
看

護
部
長
と
苦
闘
、共
闘
し
た
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
。

　

平
成
21
年
は
病
院
南
側
の
土
地
に
４

階
建
て
新
館
を
開
設
す
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
、こ
れ
も
地
権
者
の
井
祐
好
雄
さ

ん
、斎
藤
保
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

た
ま
も
の
と
感
謝
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
五
代
目
院
長
永
嶌
先
生
の
も
と

で
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
将
来

へ
玄
々
堂
君
津
病
院
の
医
療
を
ど
の
よ

う
に
伝
え
て
ゆ
く
か
、
ま
た
求
め
ら
れ

る
医
療
に
い
か
に
答
え
て
ゆ
く
か
、

金
融
不
況
か
ら
構
造
不
況
の
ま
っ
た
だ

中
、
医
療
人
と
し
て
ど
う
か
か
わ
っ
て

ゆ
け
ば
良
い
の
か
、
玄
々
堂
君
津
病
院

の
関
与
す
る
人
々
、
並
び
に
玄
々
堂
君

津
病
院
を
応
援
・
後
援
頂
く
人
た
ち
と

共
に
将
来
に
し
っ
か
り
と
し
た
答
え
を

伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。

顧
問
と
し
て

　

事
務
部
長
職
を
３
月
一
杯
に
て
卒
業

い
た
し
ま
し
た
が
、
心
は
い
つ
ま
で
も

玄
々
堂
一
色
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
事
務

顧
問
と
し
て
後
方
か
ら
支
援
、
応
援
、

ガ
ン
バ
レ
玄
々
堂
と
声
を
か
け
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

病
院
開
設
以
来
37
年
、
玄
々
堂
君
津

病
院
に
て
当
院
医
療
の
先
端
を
リ
ー
ド

頂
く
先
生
方
、
地
域
医
療
の
率
先
を

リ
ー
ド
す
る
職
員
各
位
、
37
年
間
の
歴

史
の
中
で
、
玄
々
堂
君
津
病
院
に
奉
職

さ
れ
、
お
勤
め
さ
れ
、
玄
々
堂
の
歴
史

づ
く
り
に
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
皆
様

に
感
謝
し
つ
つ
、
思
い
出
の
記
録
と
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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平成 21 年 7 月 24 日（４）

編
集
後
記

▼
今
回
も
頑
張
り
ま
し
た
！
（
ポ
ー
ル
）

▼�

雨
は
苦
手
で
す
。�

（
３
２
５
）

▼�

そ
う
、
こ
の
恋
は
も
う
事
件
と
呼
べ

る
わ
！�

（
ス
イ
バ
ケ
）

▼�

妻
「
あ
な
た
ム
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
で
き

る
？
」　

夫
「
で
、
出
来
ま
し
た
ヨ
」

�

（
ジ
ャ
イ
ケ
ル
・
マ
ク
ソ
ン
）

▼�

Ｆ
Ｆ
Ｆ
で
始
ま
っ
た
初
夏
。
次
の
煩

悩
探
し
で
す
。�

（
い
）

▼�

早
く
梅
雨
が
終
わ
っ
て
ほ
し
い
。

�

（
て
つ
）

▼�

ビ
ー
ル
が
美
味
し
い
季
節
に
な
り
ま

し
た
。�

（
Ｋ
）

▼�

が
ん
ば
り
す
ぎ
な
い
ほ
う
が
、
う
ま

く
い
く
っ
て
本
に
書
い
て
た
。�

（
Ｐ
）

▼�

ゴ
ル
フ
始
め
ま
し
た
。�

（
Ｉ
Ｗ
Ｃ
）

▼�

ア
ン
チ
夏
バ
テ
バ
デ
ィ
ー
を
手
に
入

れ
ろ
！�

（
Ｐ
・
Ｔ
）

▼�

小
糸
の
流
れ
に
身
も
心
も
ま
か
せ
て

今
日
を
迎
え
ま
す
。�

（
山
口
）

▼�

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
う
ま
く
で
き
ま
し

た
。�

（
Ｊ
Ｊ
）

編
集
長
、
３
年
間
の
編
集
活
動
お
疲
れ

様
で
し
た
。�

編
集
委
員
会
一
同

　

小
糸
川
は
、
千
葉
県
の

主
に
君
津
市
を
流
れ
る
二
級
河
川
。
小

糸
川
水
系
の
本
流
で
あ
る
。

　

君
津
市
の
ほ
ぼ
中
央
を
北
西
に
流
れ

富
津
市
と
の
境
界
付
近
で
東
京
湾
に
注

ぐ
。
延
長
80
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
蛇
行
が

著
し
く
、
河
岸
段
丘
が
発
達
す
る
。
上

流
は
美
し
い
森
と
豊
か
な
水
で
知
ら

れ
、
中
流
は
蛇
行
が
著
し
く
両
岸
に
は

河
岸
段
丘
が
発
達
し
て
い
る
。
沿
岸
潮

流
が
強
く
下
流
の
三
角
州
は
小
さ
い
。

河
口
部
に
は
小
糸
川
漁
港
が
あ
る
。
河

口
の
沖
積
地
前
面
が
埋
め
立
て
ら
れ
て

新
日
本
製
鐵
君
津
製
鐵
所
の
工
場
用
地

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
地
は
千
葉
県

ノ
リ
養
殖
の
発
祥
地
と
し
て
の
歴
史
を

有
す
る
。
上
・
中
流
域
は
干
害
を
受
け

や
す
か
っ
た
が
、
三
島
ダ
ム
が
完
成
し

て
水
不
足
は
解
消
さ
れ
、
工
業
用
水
の

た
め
に
そ
の
上
流
に
豊
英（
と
よ
ふ
さ
）

ダ
ム
も
設
け
ら
れ
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

【役職変更】
●事務次長	 宮本　弘幸	 （5／ 1付）

【異動】
（4月2日〜7月1日まで）（　）内は旧所属

部署
●ＩＣＵ病棟	 阿部　美樹	 （手術室）
●3 Ａ病棟	 和田　久美子	（4階病棟）
●3 Ａ病棟	 原　光	 （看護部長室）
●3 Ｂ病棟	 高梨　征子	 （ＩＣＵ病棟）
●2 階病棟	 阿部　環	 （ＩＣＵ病棟）
●2 階病棟	 鈴木　沙織	 （3B病棟）
●2 階病棟	 松本　美香	 （3A病棟）
●2 階病棟	 永井　妙子	 （看護部長室）
●木更津クリニック	 小松　裕子	 （看護部長室）
●総　務　課	 川上　ゆかり	（経理課）
●経　理　課	 山　裕孝	 （総務課）

【新入職員】
（4月2日〜7月1日まで）

●看　護　師	 大草　直子	 （6／ 8〜）
●看　護　師	 三枝　延子	 （7／ 1〜）
●訪問看護師	 梨　絵美	 （5／ 11〜）
●クラーク	 鈴木　奈保子	（6／ 22〜）
●クラーク	 内山　絵利香	（6／ 22〜）
●ナースエイド	 小笠原由美子	（5／ 11〜）
●ナースエイド	 三浦　佐知子	（5／ 11〜）
●ナースエイド	 西村　美穂	 （5／ 11〜）
●診療放射線技師	 阿部　勝志	 （5／ 11〜）
●管理栄養士	 茂木　沙保里	（7／ 1〜）
●調　理　員	 大橋　郁子	 （4／ 6〜）

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

　 

”
小
糸
川
“

当院は一人一人の患者さまを大切に、
良質で安心なぬくもりのある医療を

提供いたします
玄々堂君津病院の理念

方針
【良質な医療を患者さまに】
1.�総合診療（患者さまを全体として見る）を中心に、専
門診療（高度な専門的医学知識・技術）を取り入れて
良質な医療を提供いたします
2.�多様な医療を準備し、一人ひとりの患者さまのニー
ズに応じた医療を提供いたします
3.�職員はおのおのその専門分野の知識と技術の向上
に努めます

【安心なぬくもりのある医療を患者さまに】
4.�医の倫理を守り、患者さまの権利を尊重いたします
5.�インフォームドコンセント（説明と同意）を徹底させ、
信頼と協力に基づいた医療を行います
6.�安全対策・感染対策を十分に行い、アメニティにも
配慮いたします
7.�病院・クリニック・訪問看護ステーション・ヘルパー
ステーションが一体となって健診・医療・看護・介護
サービスに取り組みます

平成 17年 1月 1日

私のおすすめ図書

「
人
生
生
涯
小
僧
の
こ
こ
ろ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

著
者　

塩
沼��

亮
潤

　

こ
ん
な
す
ご
い
人
が
い
た
と
は
！
と
脳
科
学
者
茂

木
健
一郎
氏
絶
賛
の「
人
生
生
涯
小
僧
の
こ
こ
ろ
」の

本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

著
者
は
塩
沼
亮
潤
氏
で
、現
在
仙
台
市
の
慈
眼

寺
住
職
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。内
容
は
奈
良
県
吉

野
山
の
金
峯
山
寺
蔵
王

堂
か
ら
大
峯
山
と
呼
ば
れ

る
山
上
ヶ
岳
ま
で
の
往
復

48
キ
ロ
、高
低
差
１
３
０
０

メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
道
を

16
時
間
か
け
て
１
日
で
往
復
し
、１
０
０
０
日
間
休

ま
ず
歩
き
続
け
る
と
い
う
修
行
を
し
て
得
ら
れ
た

体
験
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

大
自
然
を
相
手
に
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
ず
全
て
を
受

け
入
れ
る
こ
と
を
し
て
き
た
著
者
に
感
動
し
、私
の

苦
労
な
ど
た
い
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
思
え
、不
満

な
ど
言
って
い
る
場
合
で
は
な
い「
心
を
込
め
て
生
き

て
い
こ
う
」と
や
る
気
に
さ
せ
て
く

れ
た
本
で
す
。最
後
に
生
き
て
い

く
上
で一
番
大
切
な
こ
と
は
、「
足

る
こ
と
を
知
る
こ
と
」と「
人
を
思

い
や
る
こ
と
」の
二
つ
と
温
和
な
著

者
の
顔
写
真
が
印
象
的
で
す
。

（
Ｊ
・
Ｋ
）

このコーナーは職員によるバトンリレー方
式で本を紹介しています。
今回は、「人生生涯小僧のこころ」を紹介し
ます。

　

岩
手
県
か
ら
来
て
入
職
し
早
く
も

２
ヵ
月
が
経
ち
、初
め
て
の
行
事
で
あ
る

マ
ザ
ー
牧
場
への
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。心
配
さ
れ
た
天
候
も
な

ん
と
か
保
た
れ
丁
度
良
い
日
と
な
り
ま

し
た
。新
人
は
Ａ
コ
ー
ス（
７・７
㎞
）で
バ
ン

ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
Ａ
主
任
か
ら
聞
い
て
い
た
の
で
凄
く
ド

キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。岩
手
の
地
元
と

殆
ど
変
わ
ら
な
い
山
道
を
歩
き
ま
し
た

が
、緑
や
自
然
の
風
、と
て
も
リ
フ
レッ
シュ

で
き
た
と
思
い
ま
す
。上
り
坂
は
本
当
に

き
つ
く
て
年
齢
の
関
係
な
さ
と
自
分
の

運
動
不
足
に
が
っ
か
り
し
た
時
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

到
着
し
て
か
ら
は
満
足
感
と
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
お
い
し
さ
、ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
お
い

し
さ
に
感
動
し
、参
加
し
て
良
か
っ
た
と

し
み
じ
み
思
い
ま
し
た
。ま
た
、職
場
の

方
々
と
沢
山
お
話
し
す
る
機
会
に
も
な

り
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
の
玄
々
堂
君
津
病
院
の
ま

と
ま
り
と
規
模
の
大
き
さ
に
は
本
当
に

ビッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

　

気
分
転
換
“
に
は
も
っ
て
こ
い
の
こ

の
素
晴
ら
し
い
行
事
に
参
加
さ
せ
て
頂

け
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
仕
事
頑
張
り
ま
す
。
最
後
に
、

バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
を
や
ら
ず
に
済
ん

で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

必
死
!!

多
田��

直
城

　

今
回
初
め
て
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
、マ
ザ
ー

牧
場
ま
で
歩
い
て
い
く
こ
と
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
て

い
た
雨
も
降
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
よ

り
や
や
涼
し
い
日
で
し
た
が
、
歩
く
の

に
は
丁
度
良
い
お
天
気
で
し
た
。
最
近

は
全
く
運
動
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
約

７
㎞
と
い
う
長
い
距
離
を
最
後
ま
で
歩

け
る
の
か
心
配
で
し
た
。

　
い
ざ
歩
き
始
め
て
み
る
と
思
っ
て
い
た

よ
り
も
足
取
り
は
軽
く
、他
部
署
の
方
々

と
お
話
を
し
な
が
ら
楽
し
く
歩
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。足
場
の
悪
い
上
り
坂
で

は
少
し
疲
れ
が
出
て
き
ま
し
た
が
、み
ん

な
で
励
ま
し
合
い
な
が
ら
目
的
地
で
あ
る

マ
ザ
ー
牧
場
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

約
１
時
間
半
位
歩
く
と
遠
く
に
マ

ザ
ー
牧
場
の
建
物
が
見
え
、
そ
れ
ま
で

の
疲
れ
が
嘘
の
よ
う
に
消
え
最
後
ま
で

楽
し
く
歩
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
マ

ザ
ー
牧
場
に
着
い
た
と
き
は
嬉
し
く
、

何
よ
り
歩
き
き
っ
た
と
い
う
達
成
感
が

あ
り
ま
し
た
。

　

早
速
楽
し
み
に
し
て
い
た
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
、お
昼
に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を

食
べ
ま
し
た
。歩
い
た
後
の
ご
飯
は
い
つ
も

以
上
に
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
を
み
ん
な
で
歩
き
、
お
い

し
い
も
の
を
食
べ
、
よ
り
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ハ
イ
キ
ン
グ

は
と
て
も
気
持
ち
よ
く
ま
た
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

新
入
職
員

ハ
イ
キ
ン
グ
に

　
　

  

参
加
し
て

高
橋��

友
美

5 月 17日（日）佐貫駅・宝龍寺よりマザー牧場目指してハイキングが行われた。

30 年勤続表彰者

• •

• •

• •

10 年勤続表彰者

看護部
森  栄子

事務部
山口  稔

臨床工学科
三浦  國男

20 年勤続表彰者

薬局
岡  知佐子

栄養科
山中  希久代

看護部
服部  美由紀

臨床工学科
刈込  秀樹

医療相談室
伊藤  ゆり子
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